
学 年 教科等 単元名 日  時 

第３学年 国語科 
どのような人物かを考え 音読で表そう 

（教材：「モチモチの木」） 

令和２年１月 31日(金) 
公開研究会（公開授業Ⅰ） 

 

 

                   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

御意見・御質問はこちら（研究部アドレス） 

miyafuken@cc.miyazaki-u.ac.jp 

C1：あれ？豆太の顔がないか
ら表情が分からない…。 

C２：いや、ぼくは豆太の表情
が分かるよ！ 

T ：次は、どのような表情かな？ 

 

 毎時間の終末に、ふりかえりカードで「①言葉の力の達成感・充実感（できた・楽しさ）」「②第５時との変容」「③学習で分かったこと・
できるようになったこと」をふりかえり、自分の学びを記録し、蓄積させていった。それにより、単元全体をとおしてその都度、身に付
けた言葉の力を自覚し、自分の学びを客観的に捉えられるようにした。また、話し合ったり音読で表したりする際、自分の考えと仲間と
の考えを比較させることで、自分の考えを調整しながら言葉の力に迫ることができるようにした。 

本単元での言葉の力は、「どのような人物かを考える力」である。挑む段階では、１単位時間にお
いて、「①問題意識をもたせる」「②自分の考えを捉え直す」「③言語活動に移る」という３つの段階
で、言葉にかかわらせるための発問を行った。そうすることで、①～③の段階ごとに問題意識をもっ
たり、文章の内容を理解したりしながら、言葉の力に迫ることができるようにした。 

言葉にかかわらせるための発問の工夫 

言葉の力をメタ認知させる手立て 

①問題意識をもたせる 

①では、まず、「どのような表情か
な？」と問いながら、２枚の挿絵を提
示しました。そして、同様に「次は、
どのような表情かな？」と発問して、
表情のない挿絵を提示しました。そう
することで、子どもの問題意識を揃え
るようにしています。 
本時の導入では、子どもたちがとて

も生き生きとしており、最後までその
姿が見られたように思います。問題意
識が揃っていたからだと考えていま
す。 

①～③の流れの積み重ね
が、子どもの言葉の力に迫
る思考の形成につながって
いくと考えます！ 

T ：どのような表情？ 
C ：恐がっている表情！ 
C ：泣いている表情！ 

T ：音読で表す前に、ペアで確認することは？ 
C ：自分が考えた豆太が、どのような人物かを確

認します！ 
C ：それと、考えた豆太が表れるような表情と

（音読をするときに）気を付けることも！ 

ふりかえりカード 比較による考えの調整 

授業をふりかえって 

言葉にかかわらせるための発問の工夫 

・ 改めて①～③の段階での発問は、子どもの問題意識や理解度を揃えるうえで有効であることが分かっ

た。本時の導入は全員が参加し、同じ問題意識をもって学びを始めることができた。そのため、最後まで

学びの軸がぶれなかったように思う。全員が共有できる問題意識が重要であることを再確認できた。 

言葉の力をメタ認知させる手立て 

・ 学習の前後での言葉の力の変容を捉えさせることは、学習によって身に付いた言葉の力を自覚させるう

えで有効であった。このようなふりかえりや、絶えず自他の考えの比較による調整を積み重ねていくこと

が、学びの実感につながると考える。更なるメタ認知の方法や場面を模索していきたい。 

T ：どのような表情？ 
C ：恐がっている表情！ 
C ：びっくりした表情！ 

②自分の考えを捉え直す ③言語活動に移る 

ぼくが考えた豆太は、「実は勇気が

あった豆太」だよ。気を付けることは、

もう文章を覚えたので、全体的に感情を

こめることかな。今から音読するから聞

いてね。 

第４場面の豆太は、
どのような人物かな。
人物カードに書いてご
らん。 

互いに考えている表情を

交流し、比較しているところ

です。今の自分の解釈を明

確にしたり、仲間と比較して

問い直したりして、本時の問

題意識をもつことができるよ

うにしました。 

複数の仲間と音読で表させることで、自他の音読を

比較しながら、人物の気持ちの変化や性格への想像

を深めたり、音読をよりよいものにしたりできるように

することをねらっています。 

本研究での「調
整」とは、考えを更
新したり、考えの度
合いを見直したり、
考えを転換したりす
ることです！ 



授業実践計画 

〇 単元指導計画（14時間） 

段階 
主な学習活動及び学習内容 

※ 吹き出しは予想される子どもの問題意識や目的意識 
教師のかかわり 具体的な評価規準 

生
み
出
す
⑵ 

１ 単元のゴールの姿から単元のめあてを設定

する。            ＜１時間＞ 

○ 言葉の力 

 ◇ どのような人物かを考える力 

○ 単元のゴール：「音読発表会」 

○ 単元のめあて 

 どのような人物かを考え、音読発表会
で伝え合おう。 

 

 

 

２ 学習の見通しをもち、教材「モチモチの木」

を通読する。         ＜１時間＞ 

○ 学習の見通し 

○ 通読 

○ 既習教材「ゆうすげ村の小さな旅館」を用いて、以下

の活動を行わせることで、本単元の言葉の力を捉えるこ

とができるようにする。 

① 第６場面のつぼみさんが、どのような人物かを話し合
う。 

② ①を基に、つぼみさんがどのような人物かを、人物カー
ドに「○○なつぼみさん」と短く表現する。 

③ ②が表れるような音読にするために、表情や気を付け
ることをペアで話し合う。 

④ ペアでの話合いを基に、各自、音読で表す。 

⑤ 音読を交流する。 

○ 第１時で提示した扉絵を確認し、単元のゴール「音読

発表会」に向けてどのような学習が必要かを考え、学習

計画を立てさせることで、目的意識や学習の見通しをも

つことができるようにする。 

○ どのような人物か

を考え音読すること

について関心をもち、

豆太がどのような人

物かを想像し、それぞ

れの感じ取ったこと

や考えを伝え合うこ

とに意欲をもってい

る。    （態度） 

 【観察・ふりかえりカード】 

挑
む
⑻ 

 

３ 新出漢字や語句の意味を確認し、教材の構

成や内容の大体等を捉える。 

＜３時間＞ 

○ 新出漢字や語句の意味 

○ 教材の構成や内容の大体 

○ 各場面の豆太を表す言葉や文のまとめ 

 

 

 

４ 教材を読んで、豆太の気持ちの変化や性格

を想像する。         ＜５時間＞ 

○ おくびょう豆太        

 

 

○ やい木ぃ           

 

 

○ 霜月二十日のばん       

 

 

○ 豆太は見た          

 

 

○ 弱虫でもやさしけりゃ     

 

○ 語句の意味を辞典で確認させたり、普段ふれてはいる

が言語化まで至っていない気持ちや性格、表情を表す語

句を言語化して集めさせたりすることで、語句の量を増

やすことができるようにする。 

○ 豆太の気持ちやその変化、性格、行動を表す叙述に着

目させ、場面毎の豆太がどのような人物かを短く表し、

人物カードにまとめさせることで、第６時以降のものと

比較できるようにする。 

 

○ 各場面の内容を捉えていく段階において、豆太がどの

ような人物かを考え音読で表すという活動を以下の流れ

で行わせることで、本単元で身に付けたい言葉の力を

徐々に高めることができるようにする。 

① 豆太がどのような人物かを話し合う。 

② ①を基に、豆太がどのような人物かを、人物カードに

「○○な豆太」と短く表現する。 

③ ②が表れるような音読にするために、表情や気を付け

ることをペアで話し合う。 

④ ペアでの話合いを基に、各自、音読で表す。 

⑤ 音読を交流する。 

○ 毎時間、第５時でまとめた人物カードと新たにまとめ

たものとを比較させることで、自分の言葉の力の変容を

自覚することができるようにする。 

 

 

 

 

○ 豆太やじさまの叙

述を基に、人物の気持

ち、性格を表す語句の

量を増やしたり、人物

の気持ちの変化や性

格を捉えて音読した

りしている。（知・技） 

【観察・ノート】 

○ 場面の移り変わり

と結び付けて豆太の

気持ちの変化や性格

を具体的に想像し、人

物カードに書いたり

音読で表したりして

いる。 （思・判・表） 

【人物カード・観察】 

生
か
す
⑷ 

５ どのような人物かを考え、音読で伝え合う。 

 ＜４時間＞ 

○ 伝えたい「わたしが考えた豆太」 

 

 

 

○ 「『わたしが考えた豆太』音読発表会」(参

観日) 

○ ふりかえり 

・ 言葉の力「どのような人物かを考える

力」 

  ・ 何ができるようになったか  等 

○ これまで学習してきたことを基に、音読発表会に向け

て音読に取り組ませる。その際、以下について確認させ

ることで、言語活動をとおして、本単元で身に付ける言

葉の力に迫ることができるようにする。 

形態：一人で・複数で 

内容：場面・部分・複数の場面や叙述の組合わせ 

言葉の力：「どのような人物かを考える力」 

 

○ これまでのふりかえりや音読発表会を踏まえて、本単

元をふりかえらせることで、単元をとおして身に付けた

言葉の力を自覚したり、学びを実感したりすることがで

きるようにする。 

○ 豆太の性格等を想

像し、そのことに対す

る互いの感想や考え

を理解し、そのよさに

気付いている。 

(思・判・表) 

【観察・ふりかえりカード】 

○ 言葉がもつよさに

気付き、感じ取ったこ

とや考えを伝え合っ

たり、言葉の力を今後

に生かしたりしよう

とする意欲を高めて

いる。    (態度) 

【観察・ふりかえりカード】 

 

 

 

 

 

 

 

本時 

７／８ 

 豆太がどのような人物かを考え、参観日での音読発表
会で友達や家族に伝えるぞ。 

 まずは今の自分の力で、各場面の豆太がどのような人
物かをまとめてみるぞ。 

 語り手は、豆太がどのような人物だと伝えているのか
な。 

豆太の本当の顔はどれなのかな。 

 豆太は、モチモチの木が「見たい・見たくない」のど
ちらかな。 

 モチモチの木を見た時の豆太は、どのような表情だっ
たのかな。 

 
 よしっ、どのような人物かを考えることができたぞ。
これを生かして、豆太がどのような人物かが伝わるよう
に音読発表会に向けて練習するぞ。 

 
 どのような人物かを考えながら、読むことができるよ
うになったぞ。これからの読書に、この力を役立ててい
くぞ。 

 
 最終場面とこれまでの場面から、豆太はどのような人
物だと言えるかな。 



 豆太が臆病なだけではなく、勇気ある人物であることを想像し、人物カードに書いたり音読で表したりしている。 

（思考・判断・表現）【人物カード・観察】 

〇 本時の目標 

 

〇 指導過程 

学習活動及び学習内容 教師のかかわり 

１ 本時の学習について話し合う。 

○ 第４場面の挿絵（豆太の表情とモチモチの木） 

・「驚いている顔、泣いている顔。あれ、モチモチ 

の木を見た時の豆太の表情は？」 

○ 今の自分の考え 

・「『わぁ、何てきれいなんだ。』という表情かな…。」 

・「あっ、同じ表し方だ（あれっ、ちがうぞ）。」 

○ 学習問題 

モチモチの木を見た時の豆太は、どのような表情

だったのだろう。 

 

２ 豆太の表情について、自分の考えをもつ。 

○ 黙読（第４場面） 

○ 自分の考え 

・「きれいさに感動している表情と、見ることがで 

きた喜び、勇気に満ちた表情だと思うな。」 

 

３ 豆太の表情について話し合う。 

○ 表情とその理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 人物カード 

・「勇気ある豆太」「勇気を手に入れた豆太」「おと 

うとじさまに並んだ豆太」        等 

 

４ 話し合ったことを基に、挿絵③の叙述を音読で表す。 

○ 音読 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 本時の学びをふりかえる。 

○ 第５時からの変容 

○ 言葉の力の達成感・充実感 

○ 本時の学習でできるようになったこと・分かっ 

たこと 

○ 第４場面の挿絵（①驚く豆太、②怖くて泣きながら走る

豆太）を叙述と併せて順に提示し、その都度、表情を演示さ

せることで、表情を意識した本時の展開へとつなげること

ができるようにする。 

○ 「次は、どのような表情かな。」と問い、挿絵（③モチモ

チの木）を叙述と併せて提示し、互いに表情を確認させる。

そうすることで、今の自分の解釈を明確にしたり、仲間と

比較して問い直したりして、本時の問題意識をもつことが

できるようにする。 

 

 

○ 豆太の表情に対する自分の考えをもち、それをノートに

書かせることで、その後の話合いで、自他の考えを比較し

ながら主体的に参加できるようにする。 

 

 

 

○ モチモチの木のきれいさに対する感動や驚きの考えが多

いことが予想される。その場合は、挿絵③の叙述にある「！」

の有無による音読の違いを問うたり、第３場面の豆太の気

持ちを想起させたりすることで、前時の「勇気のある子ど

もだけ」という叙述等につなげて考えることができるよう

にする。 

 

○ 話し合ったことを基に、「第４場面の豆太が、どのような

人物かを短く表すとどうなるか。」と問い、人物カードに「○

○豆太」と短く表させる。そうすることで、豆太がどのよう

な人物かを整理し、自分の言葉で捉え直すことができるよ

うにする。 

 

 

○ 「音読で表す前に確認することは何かな。」と問い、音読

の構想について仲間と交流させることで、音読で表す見通

しをもつことができるようにする。 

 

○ 音読で表す見通しをもたせた後、複数の仲間と音読で表

させることで、自他の音読を比較しながら、人物の気持ち

の変化や性格への想像を深めたり、音読をよりよいものに

したりできるようにする。 

 

 

 

○ 第５時の人物カードと本時のものとを比較させ、ふりか

えりカードに言葉の力の達成感・充実感や本時でできるよ

うになったこと等を記入させる。それにより、本時で身に

付けた「どのような人物かを考える力」を自覚し、学びを実

感できるようにする。 

〇 本時の評価規準 

    

 

豆太の会話や語り手の叙述を基に、第４場面の豆太がどのような人物かを想像することができる。 

・「モチモチの木のきれいさに感動する表情だね。」 

→ゆめみてえにきれいなんだそうだが 

・「自分も見ることができたという喜びの表情だね。」 

→「おらも、＜略＞死んだおまえのおとうも見たそうだ。」 

→「  昼間、だったら、見てえなあ……」 

・「モチモチの木を見ることができたから、勇気ある表情だね。」 

→一人の子どもしかみることはできねえ。それも勇気のある子

どもだけだ。                等 

＜音読の構想＞ 

私の考えた第４場面の豆太は「勇気を手に入れ
た豆太（①どのような人物かを短く表す）」です。
そのことが表れるように、「眉を大きく上げて最
後を強く（②表情・気を付けること）」音読しま
す。 

＜音読する箇所（挿絵③の叙述）＞ 

(仲間)豆太は小屋へ入るとき、もう一つふしぎなものを見た。 

(自分)「モチモチの木に灯がついている！」 

https://1.bp.blogspot.com/-EIbNcY71Euk/XTPodMVBu2I/AAAAAAABTzM/W3bK_ny-EWc4gylHquK7KvLKPc3GKhIOACLcBGAs/s800/music_gassyou_kids_asia.png


結   転 承 起 場 

面 

 
モ
チ
モ
チ
の
木 

（
東
京
書
籍
三
年
） 

弱虫でもやさしけりゃ 豆太は見た 霜月二十日のばん やい木ぃ おくびょう豆太 
P139ℓ７ ← P138ℓ９ P138ℓ７ ← P132ℓ６ P132ℓ４ ← P130ℓ9 P130ℓ7 ← P128ℓ５ P128ℓ３ ← P126ℓ２ 

で
も
、
次
の
朝
、
は
ら
い
た
が
な
お
っ
て
、
元
気
に
な
っ
た
じ
さ
ま
は
、
医
者
様
の
帰
っ
た
後
で
、
こ
う
言
っ
た
。 

     

・ 
 

そ
れ
で
も
豆
太
は
、
じ
さ
ま
が
元
気
に
な
る
と
、
そ
の
ば
ん
か
ら
、 

「
じ
さ
ま
ぁ
。」 

と
、
し
ょ
ん
べ
ん
に
じ
さ
ま
を
起
こ
し
た
と
さ
。 

豆
太
は
真
夜
中
に
、
ひ
ょ
っ
と
目
を
さ
ま
し
た
。
頭
の
上
で
く
ま
の
う
な
り
声
が
聞
こ
え
た
か
ら
だ
。 

・「
じ
さ
ま
ぁ
っ
！
」 

・
む
ち
ゅ
う
で
じ
さ
ま
に
し
が
み
つ
こ
う
と
し
た
が
、
じ
さ
ま
は
い
な
い
。 

  

・「
じ
さ
ま
っ
！
」 

・
こ
わ
く
て
、
び
っ
く
ら
し
て
、
豆
太
は
じ
さ
ま
に
と
び
つ
い
た
。 

 

・ 
 

医
者
様
を
、
よ
ば
な
く
っ
ち
ゃ
！ 

・
小
犬
み
た
い
に
体
を
丸
め
て
、
表
戸
を
体
で
ふ
っ
と
ば
し
て
走
り
だ
し 

た
。 

 ・
ね
ま
き
の
ま
ん
ま
。
は
だ
し
で
。
半
道
も
あ
る
ふ
も
と
の
村
ま
で…

…

。 

・
し
も
が
足
に
か
み
つ
い
た
。
足
か
ら
は
血
が
出
た
。
豆
太
は
な
き
な
き 

走
っ
た
。
い
た
く
て
、
寒
く
て
、
こ
わ
か
っ
た
か
ら
な
ぁ
。 

・
で
も
、
大
す
き
な
じ
さ
ま
の
死
ん
じ
ま
う
ほ
う
が
、
も
っ
と
こ
わ
か
っ 

た
か
ら
、
な
き
な
き
ふ
も
と
の
医
者
様
へ
走
っ
た
。 

 

と
ち
ゅ
う
で
、
月
が
出
て
る
の
に
雪
が
ふ
り
始
め
た
。 

 

・
医
者
様
の
こ
し
を
、
足
で
ド
ン
ド
ン
け
と
ば
し
た
。
じ
さ
ま
が
、
な
ん 

だ
か
、
死
ん
じ
ま
い
そ
う
な
気
が
し
た
か
ら
な
。 

も
う
一
つ
ふ
し
ぎ
な
も
の
を
見
た
。 

「
モ
チ
モ
チ
の
木
に
灯
が
つ
い
て
い
る
！
」 

  

・
そ
の
後
は
知
ら
な
い
。
医
者
様
の
手
つ
だ
い
を
し
て
、<

略>

い
そ
が
し 

か
っ
た
か
ら
な
。 

そ
の
モ
チ
モ
チ
の
木
に
、
今
夜
は
灯
が
と
も
る
ば
ん
な
ん
だ
そ
う
だ
。 

     

・「
そ
れ
じ
ゃ
ぁ
お
ら
は
、
と
っ
て
も
だ
め
だ…

…

。」 

・
豆
太
は
、
ち
っ
ち
ゃ
い
声
で
、
な
き
そ
う
に
言
っ
た
。 

・
自
分
も
見
た
か
っ
た
け
ど
、<

略>

と
ん
で
も
ね
え
話
だ
。 

・
ぶ
る
ぶ
る
だ
。 

・ 
 

昼
間
、
だ
っ
た
ら
、
見
て
え
な
あ…

…

。 

・
ぶ
る
ぶ
る
、
夜
な
ん
て
考
え
た
だ
け
で
も
、
お
し
っ
こ
を
も
ら
し
ち
ま 

い
そ
う
だ…

…

。 
 ・

始
め
っ
か
ら
あ
き
ら
め
て
、
ふ
と
ん
に
も
ぐ
り
こ
む
と
、
じ
さ
ま
の
た 

ば
こ
く
さ
い
む
ね
ん
中
に
鼻
を
お
し
つ
け
て
、
よ
い
の
口
か
ら
ね
て
し 

ま
っ
た
。 

モ
チ
モ
チ
の
木
っ
て
の
は
な
、
豆
太
が
つ
け
た
名
前
だ
。 

・「
や
い
木
ぃ
、
モ
チ
モ
チ
の
木
ぃ
！
実
ぃ
落
と
せ
ぇ
！
」 

・
昼
間
は
木
の
下
に
立
っ
て
、
か
た
足
で
足
ぶ
み
し
て
、
い
ば
っ
て
さ
い 

そ
く
し
た
り
す
る
く
せ
に
、
夜
に
な
る
と
豆
太
は
、
も
う
だ
め
な
ん
だ
。 

・
夜
の
モ
チ
モ
チ
の
木
は
、
そ
っ
ち
を
見
た
だ
け
で
、
も
う
し
ょ
う
べ
ん 

な
ん
か
出
な
く
な
っ
ち
ま
う
。 

  ・
と
っ
て
も
出
や
し
な
い
。 

・
五
つ
に
な
っ
て
「
シ
ー
」
な
ん
て
、
み
っ
と
も
な
い
や
な
ぁ
。 

豆
太
ほ
ど
お
く
び
ょ
う
な
や
つ
は
い
な
い
。 

・
も
う
五
つ
に
も
な
っ
た
ん
だ
か
ら
、
夜
中
に
一
人
で
せ
っ
ち
ん
ぐ
ら
い 

に
行
け
た
っ
て
い
い
。 

・
夜
中
に
は
、
じ
さ
ま
に
つ
い
て
っ
て
も
ら
わ
な
い
と
、
一
人
じ
ゃ
し
ょ 

う
べ
ん
も
で
き
な
い
の
だ
。 

    

・
ど
う
し
て
豆
太
だ
け
が
、
こ
ん
な
に
お
く
び
ょ
う
な
ん
だ
ろ
う
か
。 

   

豆
太
（
中
心
と
な
る
人
物
） 

主題 

優
し
さ
こ
そ
勇
気
で
あ
る
（
臆
病
で
あ
り
な
が
ら
も
、
心
優
し
い
豆
太
が
じ
さ
ま
を
救
い
た
い
と
い
う
一
心

に
よ
り
、
勇
気
を
目
覚
め
さ
せ
る
と
い
う
物
語
で
あ
る
。） 

・「
お
ま
え
は
、
山
の
神
様
の
祭
り
を
見
た
ん 

だ
。
モ
チ
モ
チ
の
木
に
は
灯
が
つ
い
た
ん 

だ
。
お
ま
え
は
一
人
で
夜
道
を
医
者
様
よ 

び
に
行
け
る
ほ
ど
勇
気
の
あ
る
子
ど
も 

だ
っ
た
ん
だ
か
ら
な
。
自
分
で
弱
虫
だ
な 

ん
て
思
う
な
。
人
間
、
や
さ
し
さ
さ
え
あ 

れ
ば
、
や
ら
な
き
ゃ
な
ら
ね
え
こ
と
は
、 

き
っ
と
や
る
も
ん
だ
。
そ
れ
を
見
て
他 

人
が
び
っ
く
ら
す
る
わ
け
よ
。
は
は
は
。」 

   

・「
ま
、
豆
太
、
し
ん
ぺ
え
す
ん
な
。
じ
さ
ま 

は
、
じ
さ
ま
は
、
ち
ょ
っ
と
、
は
ら
が
い 

て
え
だ
け
だ
。」 

・
ま
く
ら
も
と
で
、
く
ま
み
た
い
に
体
を
丸 

め
て
う
な
っ
て
い
た<

略>

。 

・
歯
を
食
い
し
ば
っ
て
、
ま
す
ま
す
す
ご
く 

う
な
る
だ
け
だ
。 

・「<

略>

お
ら
も
、
子
ど
も
の
こ
ろ
に
見
た
こ 

と
が
あ
る
。
死
ん
だ
お
ま
え
の
お
と
う
も 

見
た
そ
う
だ
。
山
の
神
様
の
お
祭
り
な
ん 

だ
。
そ
れ
は
、
一
人
の
子
ど
も
し
か
見
る 

こ
と
は
で
き
ね
ぇ
。
そ
れ
も
勇
気
の
あ
る 

子
ど
も
だ
け
だ
。」 

   
   

・
し
ゃ
が
ん
だ
ひ
ざ
の
中
に
豆
太
を
か
か
え 

て
、<

略>

。 

・「
そ
れ
、
シ
イ
ー
ッ
。」 

・
と
こ
の
中
が
こ
う
水
に
な
っ
ち
ま
う
も
ん 

だ
か
ら
、
じ
さ
ま
は
か
な
ら
ず
、
そ
う
し 

て
く
れ
る
ん
だ
。 

・
ぐ
っ
す
り
ね
む
っ
て
い
る
真
夜
中
に
、
豆 

太
が<

略>

「
し
ょ
ん
べ
ん
か
。」
と
、
す
ぐ 

目
を
さ
ま
し
て
く
れ
る
。 

→
 

一
ま
い
し
か
な
い
ふ
と
ん
を
、
ぬ
ら
さ

れ
ち
ま
う
よ
り
い
い
か
ら
な
ぁ
。 

→
 

豆
太
が
か
わ
い
そ
う
で
、
か
わ
い
か
っ

た
か
ら
だ
ろ
う
。 

・
六
十
四
の
今…

み
ご
と
に
や
っ
て
の
け
る 

じ
さ
ま
（
そ
の
他
の
人
物
） 

○ 

語
り
手
は
、
豆 

太
が
ど
の
よ
う

な
人
物
だ
と
伝

え
て
い
る
の
だ

ろ
う
。 

（
ど
の
よ
う
な
人

物
か
を
考
え
音

読
す
る
） 

       

○ 

豆
太
の
本
当

の
顔
は
ど
れ
な

の
だ
ろ
う
。 

（
ど
の
よ
う
な
人

物
か
を
考
え
音

読
す
る
） 

      

○ 

豆
太
は
、
モ
チ

モ
チ
の
木
が
「
見

た
い
・
見
た
く
な

い
」
の
ど
ち
ら
な

の
だ
ろ
う
。 

（
ど
の
よ
う
な
人

物
か
を
考
え
音

読
す
る
） 

          

○ 

モ
チ
モ
チ
の

木
を
見
た
時
の

豆
太
は
、
ど
の
よ

う
な
表
情
だ
っ

た
の
だ
ろ
う
。 

（
ど
の
よ
う
な
人

物
か
を
考
え
音

読
す
る
） 

                    

○ 

最
終
場
面
と

こ
れ
ま
で
の
場

面
か
ら
、
豆
太
は

ど
の
よ
う
な
人

物
だ
と
言
え
る

の
だ
ろ
う
。 

（
ど
の
よ
う
な
人

物
か
を
考
え
音

読
す
る
） 

       
 

主
な
発
問 

（
言
語
活
動
） 

臆 
 

病 

弱 

気 

・ 

臆 

病 

内 

弁 
慶 

臆 
 
 

病 

勇 
 

気 

勇 
 

気 

優 

し 

さ 

臆 
 

病 

優 

し 

さ 
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「教材：モチモチの木」（東京書籍３年下） 

 本一覧表は、教材文を基に考えた問いである。子どものつぶやきを生んだり、想像を広げたりする発問等
とは異なる。 

視点 問      い 問いに対するこたえ 本時の主となる発問 

when 
いつ 

いつの話か。 真夜中。   

もう一つ不思議なものは、いつ見たか。 小屋へ入るとき。   

where 
どこで・どこに 

じさまは、どこでうなっていたか。 枕元。   

じさまは、どこに転げたか。 畳。   

豆太は、どこへ走り出したか。 半道もある麓の村まで。   

豆太は、どこから雪を見たか。 ねんねこばんてんの中から。   

who 
だれが 

頭の上で聞こえたくまのうなり声は誰の声か。 じさま。   

誰が、枕元でうなっていたか。 じさま。   

「モチモチの木に灯がついている！」と言ったのは誰か。 豆太。 

 「モチモチの木に灯がついて
いる！」と言ったときの豆太
は、どのような表情だったの
か。 

モチモチの木を見ることができるのは、どのような人物か。 勇気のある人物。 
 豆太はなぜ、モチモチの木を見
ることができたのか。 

whom 
だれに 

      

what 
何を 
何が 
何に 

じさまの様子を見て、豆太は何を考えたか。 医者様を呼ぶこと。   

豆太は、何みたいに体を丸めたか。 小犬。   

何を体でふっとばして走ったか。 表戸。   

何が足にかみついたか。 霜。   

医者様は、何をおぶったか。 薬箱と豆太。   

途中、何が起こったか。 月が出てるのに雪が降り始めた。   

豆太は、医者様の腰に何をしたか。 足でドンドン蹴とばした。   

もう一つ不思議なものとは、何か。 モチモチの木に灯がついていること。   

もう一つ不思議なものを見て、豆太は何と言ったか。 「モチモチの木に灯がついている！」   

医者様は何と言ったか。 
「トチの木の後ろに、ちょうど月が出てきて、え
だの間に星が光っている。そこに雪が降っている
から、明かりがついたように見える。」 

  

何の手伝いをしたか。 かまどにまきをくべたり、湯を沸かしたり。   

why 
なぜ 

なぜ、豆太は真夜中に、ひょっと目を覚ましたのか。 頭の上で熊のうなり声が聞こえたから。   

なぜ、豆太はじさまに飛びついたのか。 怖くて、びっくりしたから。   

なぜ、豆太はなきなき走ったのか。 痛くて、寒くて、怖かったから。   

なきなきふもとの医者様へ走ったのは、なぜか。 大好きなじさまの死んじまうのが怖かったから。   

なぜ、医者様の腰を足でドンドン蹴飛ばしたのか。 
じさまが、何だか、死んじまいそうな気がしたか
ら。 

  

豆太は、なぜその後は知らないのか。 
医者様が小屋の中へ入ってしまったから。そし
て、医者様の手伝いをして、忙しかったから。 

  

なぜ、モチモチの木に灯がつくことを知っているのか。 第３場面でじさまから聞いているから。   

なぜ、モチモチの木に灯がついているのを見ることができたのか。 勇気のある子どもだから。   
which 

どちらが・どちらに 
痛くて、寒くていのと、じさまの死んじまう方は、どちらが怖かっ
たのか。 

じさまの死んじまう方。   

how 
どのように 

「じさまぁ！」と言ったときの豆太は、どのような気持ちか。 じさまに助けを求める気持ち。   

どのように、じさまにしがみつこうとしたか。 夢中で。   

じさまは、どのようにうなっていたか。 熊みたいに体を丸めて。   

「じさまっ！」と言ったときの豆太は、どのような気持ちか。 怖くて、驚いた。   

豆太がじさまに跳び付いた後、じさまはどのようにしていたか。 
ころりと畳に転げると、歯を食いしばって、ます
ますすごくうなるだけ。 

  

じさまは、どのように転げたか。 ころりと。   

豆太は、どのようにして走り出したか。 
小犬みたいに体を丸めて、表戸を体でふっとばし
て。ねまきのまんま。裸足で。 

  

豆太は、表戸をどのようにして走りだしたか。 ふっとばして。   

外は、どのような様子だったか。 すごい星で、月も出ていた。   

とうげの下りの坂道は、どのような様子だったか。 一面の真っ白い霜で、雪みたいだった。   

足はどのようになったか。 血が出た。   

豆太はどのように走ったか。 なきなき走った。   

豆太は、じさまをどう思っているのか。 大好き。   

医者様は、どのような人か。 年より。   

医者様は、真夜中の峠道を、どのように移動したか。 えっちら、おっちら。   

how many 
どのくらいいくつ 

麓の村まで、どのくらいあるか。 半道。   

半道とは、どのくらいか。 約２キロメートル。   

何回目の雪か。 この冬始めて。   
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補助資料② 問いの一覧表（第４場面） 


